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宗教学概説Ⅰ科目名

授業外学修内容・
授業外学修時間数

定期試験（５０％）、毎授業の課題（２５％）、授業への取り組み姿勢（２５％）、を基準として、総合的に評価します。

『宗教学辞典』 小口偉一・堀一郎監修
『宗教学』 岸本英夫

M・エリアーデ『宗教学入門』

1973
1961
1962

9784130100274
447020000X

東京大学出版会
大明堂
東京大学出版会

履修前提条件

授業の目的

宗教は、私たちが生きる意味や歴史の目的について説いてきました。その歴史は、人類進化の過程においてきわめて早くから
登場し、現代に至るまで強い影響力を保持しています。このように、人類史上に現れた宗教の原初形態から、世界各地に出現
した諸宗教を研究する分野を「宗教学」といいます。
そこで、この授業においては、宗教学に直接関係する世界・日本の諸宗教に注目し、その成立と展開、主な教義について考え
ます。

到達目標

宗教を学修することによって、宗教の正しい理解を得ることができる。
世界宗教として知られるキリスト教・イスラム教・仏教についての成立と展開、教義について説明することができる。
民族宗教として知られる儒教・神道・ユダヤ教等についての成立と展開、教義について説明することができる。

60時間以上の授業外学修を行うこと。内容的には、毎授業で指示する課題について、教科書・指定図書・参考書他を通して理
解を深め、次回授業までに提出すること。

授業計画

【第１回】 日本人は本当に無宗教か
【第２回】 宗教学とは何か
【第３回】 宗教学と宗教の分類
【第４回】 キリスト教概説①－成立と展開－
【第５回】 キリスト教概説②－主な教義－
【第６回】 イスラム教概説①－成立と展開－
【第７回】 イスラム教概説②－主な教義－
【第８回】 仏教概説①－成立と展開－
【第９回】 仏教概説②－主な教義－
【第１０回】 民族宗教①－神道－
【第１１回】 民族宗教②－世界各地の宗教１－
【第１２回】 民族宗教③－世界各地の宗教２－
【第１３回】 日本の新宗教・まとめ

成績評価の方法

フィードバックの内容

本授業に関する質問・相談は、授業時間内および社会福祉学部にて定めるオフィスアワー、Microsoft Teamsのチャット機能
にて受け付けます。

 教科書
 書籍名  著者  出版者  出版年 ISBN/ISSN
『よくわかる宗教学』 桜井義秀・平藤喜久子編著 ミネルヴァ書房 20159784623072750

 指定図書
 書籍名  著者  出版者  出版年 ISBN/ISSN

 参考書
 書籍名  著者  出版者  出版年 ISBN/ISSN
『宗教学の名著30』 島薗進 筑摩書房 20089784480064424
『宗教学キーワード』 島薗進ほか 有斐閣 20064641058830
『世界宗教事典』 村上重良 講談社 20004061594362

教員からのお知らせ
現代社会で信じられている諸宗教について興味・関心をもちつつ授業に臨んでください。

オフィスアワー
本授業に関する質問・相談は、授業時間内および学部・学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

授業実施形態について

対面授業で実施します。授業資料の提示や、課題の提出は「Microsoft Teams」を用いて行います。

意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習アクティブ・ラー
ニングの内容

その他

実践的な教育内容


